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　三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
父
が
人
生
の
最
後
に
記
し
た
文
章
が
、「
蒲
郡
文
化
・

平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日
号
」
の
巻
頭
に
掲
載
い
た
だ
い
た
「
祝
！
『
蒲
郡

文
化
二
〇
〇
号
』」
で
し
た
。

　昨
年
、
私
は
、
思
い
も
か
け
ず
稲
葉
蒲
郡
市
長
か
ら
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、

こ
の
大
役
に
つ
か
せ
て
い
た
だ
い
た
訳
で
す
が
、
今
回
貴
重
な
紙
面
に
拙
い
文

を
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

　さ
て
、
昨
年
八
月
二
十
九
日
と
九
月
二
十
七
日
に
中
日
新
聞
の
「
発
言
」
欄

に
蒲
郡
市
民
憲
章
に
つ
い
て
、
二
つ
の
投
稿
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
一
つ

は
、
　「愛
の
こ
と
ば
で
助
け
合
い
」
と
い
う
市
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
五
歳
の

女
性
か
ら
の
投
稿
で
す
。
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
市
民
憲
章
の
第
一
節
『
は
い
』『
あ
り
が
と
う
』『
す
み
ま
せ
ん
』『
愛
の
こ
と

ば
で
ひ
と
づ
く
り
』
の
言
葉
を
い
つ
も
か
み
し
め
て
い
る
。
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず

に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
と
、
そ
の
姿
勢
が
周
り
の
人
に
も
優
し
さ
の

輪
と
な
っ
て
広
が
る
。こ
れ
ま
で
苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
を
経
験
し
た
が
、

こ
の
言
葉
に
何
度
助
け
ら
れ
た
こ
と
か
」。

　も
う
一
つ
は
、
こ
の
投
稿
を
読
ま
れ
た
名
古
屋
市
在
住
の
五
十
五
歳
の
女
性

か
ら
で
「
蒲
郡
『
三
つ
の
誓
い
』
暗
唱
」
と
い
う
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
概
要

で
す
。

　「故
郷
を
離
れ
て
三
十
年
以
上
に
な
る
が
、
市
民
憲
章
の
『
三
つ
の
誓
い
』

全
文
が
自
然
と
口
を
つ
い
て
出
て
き
た
。市
民
憲
章
制
定
当
事
は
小
学
生
だ
が
、

全
文
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
な
り
に
『
美
し
い
文
で

大
切
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
』と
思
っ
て
心
に
留
め
置
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

皆
さ
ん
も
一
度
声
に
出
し
て
読
ん
で
ほ
し
い
。
蒲
郡
だ
け
で
な
く
、
今
の
日
本

全
体
に
言
え
る
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
た
」。

　蒲
郡
市
民
憲
章
の
制
定
は
、
昭
和
四
十
七

年
十
一
月
三
日
。
制
定
当
事
小
学
校
一
年

生
だ
っ
た
子
ど
も
も
、
す
で
に
五
十
四
歳

に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
制
定
に
は
、

十
六
回
に
及
ぶ
議
論
が
さ
れ
、
簡
潔
で
具

体
的
、
平
易
で
覚
え
や
す
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
唱
和
し
や
す
い
こ
と
、
蒲
郡
市

の
特
色
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
基
本
と
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
多
く
の
自

治
体
で
市
民
憲
章
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
蒲
郡
市
民
憲
章
ほ
ど
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
市
民
に
唱
和
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
も
の
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
の
会
報
の
名
称
は
「
蒲
郡
文
化
」
で
す
が
、「
文
化
」
は
、

英
語
で
は
カ
ル
チ
ャ
ー
（culture

）
で
、そ
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
「colere

」

に
由
来
し
、「
耕
す
」
の
意
が
あ
る
そ
う
で
す
。
畑
を
耕
し
、
種
を
ま
き
、
水

を
や
り
、
草
を
取
り
、
作
物
を
育
て
る
農
業
の
よ
う
に
、
長
い
年
月
と
努
力
に

よ
っ
て
醸
成
し
、
心
を
耕
す
も
の
を
「
文
化
」
と
呼
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
に
は
、
先
人
の
次
の
時
代
を
生
き
る
人
へ
の
「
思
い
」
が
、
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
、簡
潔
な
「
三
つ
の
誓
い
」

の
唱
和
の
継
続
に
よ
っ
て
、
市
民
の
生
き
る
支
え
や
思
い
に
と
け
込
ん
で
い
る

「
蒲
郡
市
民
憲
章
」
は
、
本
市
の
市
民
文
化
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
次

第
で
す
。

　教
育
は
、
未
来
を
生
き
る
人
を
育
て
、
生
き
抜
く
力
を
養
う
こ
と
が
、
大
切

な
柱
で
す
。「
ひ
と
づ
く
り
、
い
え
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」
と
三
つ
の
連
携

の
大
切
さ
を
平
易
な
言
葉
で
提
起
す
る
市
民
憲
章
が
、
改
め
て
そ
の
価
値
が
見

直
さ
れ
る
時
代
の
転
換
期
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

蒲
郡
市
民
憲
章
と
市
民
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
教
育
委
員
会

教
育
長

　大

原

義

文
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愛
知
県
民
茶
会

十
月
十
四
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

豊
川
閣
妙
厳
寺
（
豊
川
稲
荷
）

　

明
け
方
に
残
っ
て
い
た
雨
も
九
時
前
に

は
上
が
り
、
寒
く
も
な
く
お
だ
や
か
な
お

茶
会
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

蒲
郡
は
、
表
千
家
の
竹
内
宗
綏
先
生
が

席
を
持
た
れ
ま
し
た
。
茶
席
は
最
祥
殿
を

入
っ
て
三
番
目
と
い
う
場
所
（
く
じ
引
き

で
決
め
ら
れ
る
と
か
）
に
も
恵
ま
れ
た
お

か
げ
か
、
平
均
四
十
五
分
～
一
時
間
ほ
ど

の
待
ち
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
い
へ

ん
多
く
の
方
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。

　

席
は
大
板
を
使
っ
た
お
手
前
で
、
道
具

の
取
り
合
わ
せ
も
こ
の
時
期
に
あ
う
よ
う

に
し
た
り
、
他
の
席
と
同
じ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
お
菓
子
は
こ
の
席
の
た
め
に
「
竹

島
」
と
い
う
銘
で
蒲
郡
の
菓
子
元
に
創
作

し
て
頂
い
た
と
か
。
甘
み
を
抑
え
た
上
用

饅
頭
で
お
い
し
く
お
菓
子
と
お
茶
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
体
で
は
十
六
席
で
、
来
場
者
が
約

五
千
人
、
茶
券
回
収
枚
数
は
九
八
九
〇
枚
。

そ
の
中
で
も
竹
内
先
生
の
席
は
、
七
一
三

人
と
多
く
の
人
に
入
っ
て
頂
き
、
た
い
へ

ん
賑
や
か
な
茶
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

で
き
れ
ば
、
も

う
少
し
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
め
る
時
間

で
あ
っ
た
ら
と
思

い
な
が
ら
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

席
主
、
お
手
伝

い
の
皆
さ
ま
本
当

に
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

文
化
の
継
承

　
　

大
相
撲
と
相
撲
甚
句

蒲
郡
相
撲
甚
句
会

　
　

会
長

　竹
内
陸
温

　

相
撲
甚
句
は
江
戸
時
代
の
享
保
年
間

に
、
相
撲
取
り
が
地
方
巡
業
と
花
相
撲

で
唄
っ
た
の
が
起
源
。
一
般
的
に
は
甚

句
と
い
う
と
秋
田
甚
句
、
米
山
甚
句
、

木
更
津
甚
句
が
有
名
で
す
。
一
方
、
角

力
が
明
治
の
初
期
に
相
撲
甚
句
を
開
い

た
。
名
古
屋
の
芸
奴
が
三
味
線
を
付
け

「
芸
者
殺
す
に
は
刃
物
は
い
ら
ぬ
甚
句

止
め
た
ら
皆
殺
し
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

花
柳
界
で
は
流
行
し
、
名
古
屋
甚
句
も

そ
の
流
れ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
前

は
「
角
力
甚
句
」
ば
か
り
で
、

戦
後
は
ほ
と
ん
ど
「
相
撲
甚

句
」
と
な
り
、
角
力
→
相
撲

と
変
わ
っ
た
点
が
目
に
つ
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
撲
甚

句
と
単
に
相
撲
取
り
が
、
花

相
撲
や
地
方
巡
業
で
唄
う
だ

け
で
な
く
、
日
本
各
地
の
民

謡
と
関
わ
り
が
深
い
よ
う

で
、
力
士
が
得
意
の
声
で
唄
い
聞
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
独
特
の
哀
愁
の
あ
る
節
回

し
が
一
般
の
人
達
に
受
け
て
、
全
国
に

相
撲
甚
句
の
会
が
結
成
さ
れ
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
九
州
で
唄
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

相
撲
甚
句
は
邦
楽
の
一
種
で
花
相
撲

や
大
相
撲
本
場
所
前
夜
祭
や
各
地
巡
業

で
披
露
さ
れ
七
五
調
の
囃
子
唄
で
あ

る
。
土
俵
上
で
力
士
が
五
、六
人
輪
に

な
っ
て
立
ち
、
輪
の
中
央
に
一
人
が
出

て
独
唱
す
る
。甚
句
は「
ま
く
ら
唄
」「
本

唄
」「
囃
子
唄
」
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

唄
い
方
は
同
じ
。
本
唄
の
歌
詞
は
色
々

あ
り
ま
す
が
、
節
回
し
は
同
じ
で
す
。

甚
句
は
民
謡
や
小
唄
、
端
唄
と
違
っ
て

鳴
り
物
は
な
く
、
前
唄

→
本
唄
→
囃
子
唄
の
順

に
唄
っ
て
い
き
ま
す
。

「
ド
ス
コ
イ　

ド
ス
コ

イ
」
と
「
ホ
イ
」
だ
け

で
唄
う
こ
と
か
ら
バ
ス

旅
行
や
忘
年
会
、
結
婚

式
の
披
露
宴
等
で
と
て

も
喜
ば
れ
ま
す
。
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初
心
者
の
た
め
の
文
協
講
座

　

講　

師　

鈴
木
康
祐

　

参
加
者　

11
名

　

講　

師　

壁
谷
禮
伺

　

参
加
者　

形
原
小
学
校
５
年
生
61
名

図
書
館
文
学
講
座
に
参
加
し
て

　

10
月
６
日
蒲
郡
市
民
会
館
に
て
、
愛
知

大
学
名
誉
教
授　

黒
柳
孝
夫
氏
の
「
人
間
、

俊
成
と
蒲
郡
に
つ
い
て
」
の
講
座
を
70
名

の
皆
さ
ま
と
聴
講
し
ま
し
た
。
始
め
に
蒲

郡
市
大
原
教
育
長
の
「
開
館
50
周
年
を
来

年
に
控
え
、
蒲
郡
と
は
ご
縁
の
深
い
黒
柳

先
生
を
お
迎
え
し
て
の
会
で
す
。」
と
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
講
座
は
俊
成
の
歌
「
世

の
中
よ
道
こ
そ
な
か
れ
思
ひ
入
る
山
の
奥

に
も
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
」
の
解
釈
に
始
ま
り

ま
し
た
。
平
安
末
期
か
ら
乱
世
を
生
き
つ

つ
歌
人
と
し
て
の
俊
成
は
後
鳥
羽
院
の
大

賛
辞
を
う
け
ら
れ
た
。
竹
谷
、
蒲
形
の
荘

園
の
開
発
の
祖
。
冷
泉
家
と
の
関
係
。
熊

野
信
仰
の
こ
と
等
々
。
と
り
わ
け
文
協
短

歌
部
会
の
会
員
で
あ
る
私
は
一
時
間
半
を

興
味
深
く
拝
聴
し
ま
し
た
。
何
気
な
く
参

加
し
て
い
る
蒲
郡
俊
成
短
歌
会
の
重
み
を

感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
鈴
木
美
耶
子
）

ふ
る
さ
と
文
化
財
の
話
（十）

上
ノ
郷
城
跡

　

上
ノ
郷
城
は
、
神
ノ
郷
町
の
赤
日
子

神
社
の
北
西
の
丘
陵
に
築
城
さ
れ
た
。

本
来
は
下
ノ
郷
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
。

　

周
辺
の
兼
京
川
や
溜
池
は
、
水
堀
と

し
て
機
能
し
た
。
城
は
石
垣
を
用
い
な

い
土
塁
築
城
法
で
あ
る
が
要
害
堅
固
な

城
で
あ
っ
た
。
鵜
殿
氏
は
、
長
善
・
長
将
・

長
持
・
長
照
の
四
代
に
わ
た
り
繁
栄
し

た
。
特
に
長
持
は
今
川
義
元
の
妹
を
娶

り
、
領
国
内
で
は
今
川
方
の
強
い
勢
力

を
誇
っ
て
い
た
。

　

永
禄
三
年
の
桶
狭
間
に
於
い
て
今
川

義
元
が
織
田
信
長
の
奇
襲
で
討
死
す
る

と
三
河
の
形
勢
は
混
乱
し
た
。

　

岡
崎
城
主
の

徳
川
家
康
は
今

川
氏
真
と
縁
を

切
り
、
織
田
信

長
と
講
和
を

し
、
そ
の
た
め

今
の
蒲
郡
市
は

今
川
対
徳
川
の

最
前
線
と
な
っ

た
。

　

永
禄
五
年
に

家
康
の
命
で
竹

谷
松
平
清
善
が

攻
め
た
が

難
攻
不
落
の

城
は
反
撃
が

強
く
容
易
に

落
ち
ず
困
っ

た
。
そ
こ
で
、

家
康
は
伊
賀

と
甲
賀
の
忍

者
約
二
百
人

を
城
内
に
侵

入
さ
せ
放
火

し
た
。
そ
の

混
乱
に
乗
じ

て
落
城
さ
せ

た
。
長
照
の
子
、
氏
長
と
氏
次
は
人
質

と
な
り
、
駿
府
に
残
っ
た
家
康
の
妻
子

と
交
換
さ
れ
た
。

　

実
は
松
平
清
善
と
鵜
殿
長
照
は
異
父

同
母
の
兄
弟
で
あ
る
が
、
主
君
の
違
い

か
ら
敵
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

上
ノ
郷
城
跡
は
昭
和
三
十
一
年
に
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平
成
十
八
年
か

ら
八
回
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
主
郭
（
本

丸
）・
東
郭
・
西
郭
の
様
子
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
主
郭
の
石
組
の
区
画
か
ら
五

つ
の
区
域
に
分
か
れ
て
い
た
と
判
明
し

た
。
地
元
の
神
ノ
郷
町
の
住
民
を
中
心

と
す
る
城
跡
保
存
会
は
平
成
三
十
年
二

月
に
枝
垂
れ
桜
三
本
を
植
樹
し
、
花
の

名
所
に
し
よ
う
と
希
望
を
抱
い
て
い
る
。

（
文
・
写
真　

林　

正
夫
）

木
彫
教
室

俳
句
出
前
講
座

今年の干支のいのししを彫り、
市民文化祭に出品しました。

形原小隣の御嶽神社を吟行し、２句
ずつ市民文化祭に投句しました。

第 43 回
愛知県文連美術展

・平成 31年１月 30日㈬～
　２月３日㈰
　刈谷市美術館にて

・蒲郡市文協より多くの方
が出品されます。どうぞ
ごお出掛け下さい。
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市 民 文 化 祭
詩
吟
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

市
長
賞 

鈴
木
ふ
み
江

県
議
会
議
長
賞 

牧
野

　
満
文

県
文
協
連
合
会
賞 

永
山
は
つ
子

市
議
会
議
長
賞 

平
野

　
辰
美

市
教
育
委
員
会
賞 

永
島

　
忠
雄

市
文
化
協
会
長
賞 

松
山

　
剛

開会式典　11月２日10時～
200人ほどの出席のなか、教育長の
開会の挨拶、市長・文化協会長の挨
拶、衆議院議員の祝辞を頂き市民文
化祭が始まりました。

アトラクションは、今回のためにハー
モメイツを結成していただき「みどり
のそよ風」をはじめ6曲を歌って頂きま
した。

二日にわたる発表会で延べ600人以上
の人が、舞踊・吟剣詩舞・謡曲・民
謡・雅楽・和太鼓・大正琴等、普段の
稽古の成果を披露して頂いた。また今
回から舞踊部会に新しくバレエがもう
一組参加する事になった。

お昼の幕間に若い男性が尺八、女性が
三味線を持ってきて、 演奏の仕方や
バチの使い方の違いなどを披露して
いただいた。

芸能発表会
11月3日・4日

筝曲演奏会
11月23日

洋楽発表会
11月18日

ホール会場



-5-

菊
花
展
受
賞
者

県
議
会
議
長
賞 

小
林

　
春
枝

県
教
育
委
員
会
賞 

福
井

　
敬
子

県
文
協
連
合
会
賞 

樋
山

　
利
枝

市
長
賞 
河
井

　
宏
幸

市
議
会
議
長
賞 
飛
田

　
正
季

農
業
協
同
組
合
長
賞 

金
沢
三
千
代

商
工
会
議
所
会
頭
賞 

田
島

　
道
秋

中
日
新
聞
社
賞 

西
浦
中
学
校

市
教
育
委
員
会
賞 

村
松

　
捷
二

　
　
　
〃 

清
水

　
正
義

市
文
化
協
会
長
賞 

竹
内

　
正
喜

　
　
　
〃 

嶋
田

　
勝
美

華道展では、お茶の接待もあり、お花
を眺めながら、多くの人がお茶を頂いた。

皆さん高齢化してきたこともあるの
か、小品盆栽・席飾りが多くなって
きた。

書道33人、工芸22人の一般参加があった。書道は、子供さんた
ちの参加、工芸は、寿楽荘の陶芸、文協講座の木彫の干支を出品。
華道展は、出品点数は少なかったが、季節の花材を中心とした華
やかな作品となっていた。

各席とも趣向を凝らし、皆さん楽しくお茶をいただく事がで
きたが、当日は雨になってしまったこともあり、茶室に行か
れる人が非常に少なく残念だった。

皐月盆栽展 大会議室大会議室
出品点数　42点　　　参観者数　280人

水石展 中会議室中会議室
出品点数　39点　　　参観者数　275人

会議室会場
11月17日・18日

書道・工芸展
11月２日～４日

出品点数　　工芸　122点
　　　　　　書道　134点
参観者数　　　　　770人

華 道 展
11月17日・18日
出品点数　　59点
参観者数 　807人

市民茶会
11月４日

表千家　大会議室
裏千家　中会議室
煎　茶　三興庵

東ホール会場
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短
歌
会
参
加
者

　
　
　
21
名

　
　

俳
句
会
参
加
者

　
　
　
47
名

・
短
歌
投
稿
者

　
　
　
　
44
名

　
　

・
俳
句
投
稿
者

　
一
般

　
77
名

・
形
原
小
学
校
五
年
生

　
61
名

　
　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募 
・ 

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
歌
会
入
賞
者

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
藤
井

　
千
代

　
子
ら
の
来
て
夕
餉
の
あ
と
の
か
た
づ
け
に
触
る
る
器
の
音
や
す
ら
け
し

県
文
協
連
合
会
賞

　
　
　
　
牧
原

　
正
枝

　
な
か
な
か
に
立
ち
居
の
ゆ
か
ぬ
母
な
れ
ど
座
れ
ば
自
づ
と
膝
頭
の
揃
ふ

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
目
冨
美
子

　
仕
事
や
め
機
音
の
な
き
日
々
に
し
て
金
木
犀
の
香
庭
に
漂
ふ

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
中
村

　
文
子

　
九
十
八
の
叔
母
の
編
み
た
る
布
草
履
古
き
浴
衣
地
や
さ
し
く
触
る
る

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
太
田

　
文
子

　
初
め
て
の
ス
マ
ホ
を
操
作
す
る
夫
わ
が
呼
ぶ
声
は
ひ
と
日
聞
こ
え
ず

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
齋
藤
と
し
子

　
爆
竹
や
笛
や
太
鼓
も
音
微
か
夜
勤
者
多
き
町
の
祭
り
は

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　
三
田
美
奈
子

船
大
工
の
作
り
て
く
れ
し
俎
板
を
夫
は
生
涯
大
切
に
使
ひ
き

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　
稲
吉

　
友
江

　
時
折
に
記
憶
の
揺
ら
ぐ
母
在
り
て
あ
あ
遠
く
に
聞
こ
ゆ
蜩
の
声

佳
作

　
長
木

　
晶
子

　
　
鈴
木
志
満
江

　
　
嶋
田

　
稔

　
　
　
吉
見

　
宏

　
杉
浦

　
常
子

　
　
堀
井

　
道
子

　
　
尾
崎

　
妙
子

　
　
加
藤
芙
美
代

俳
句
会
入
賞
者【
募
集
句 

学
生
の
部
】

市
長
賞

　
　
　
稲
吉
恵
維
南

　
こ
も
れ
び
の
あ
し
も
と
こ
の
み
み
い
つ
け
た

市
議
会
議
長
賞

　
　
近
藤
あ
み

　
う
も
れ
て
る
落
ち
葉
の
中
の
ク
ロ
ー
バ
ー

市
教
育
委
員
会
賞

　
壁
谷
朋
花

　
笑
い
声
ひ
び
い
て
く
る
よ
秋
祭
り

市
文
化
協
会
長

　
　
小
澤
聡
真

　
秋
の
風
木
の
葉
ゆ
ら
し
て
去
っ
て
ゆ
く

俳
句
会
入
賞
者【
募
集
句
の
部
】

県
文
協
連
合
会
賞

　
　
　
平
野

　
京
子

　
面
決
ま
る
竹
刀
の
音
や
秋
澄
め
り

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
中
村
つ
と
む

　
葛
の
蔓
引
け
ば
遠
く
の
花
揺
る
る

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
竹
内

　
芳
子

　
の
け
ぞ
り
て
笑
う
羅
漢
に
蝉
時
雨

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
小
田
八
千
代

　
秋
彼
岸
つ
ま
し
く
生
き
し
妣
の
数
珠

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
小
田

　
智
子

　
城
跡
に
二
胡
の
調
べ
や
観
月
会

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
犬
飼
ヨ
シ
エ

　
村
祭
は
ち
切
れ
そ
う
な
稲
荷
ず
し

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
小
田
か
ず
子

　
藷
届
く
広
告
裏
の
走
り
書
き

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
小
田
二
三
枝

　
星
飛
ぶ
や
山
荘
に
子
の
枕
投
げ

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
稲
吉

　
園
江

　
鰡
飛
ぶ
や
手
話
の
夫
婦
の
睦
ま
じ
く

俳
句
会
入
賞
者【
当
日
句
の
部
】

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
安
藤

　
幸
子

　
枯
菊
や
星
一
つ
付
く
兵
の
墓

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
長
坂

　
將
代

　
ポ
ケ
ッ
ト
の
木
の
実
預
け
て
逆
上
が
り

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
牧
原

　
克
子

　
六
地
蔵
の
一
人
が
く
し
ゃ
み
学
芸
会

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
夏
目

　
ヒ
サ

　
忘
る
こ
と
多
く
な
り
け
り
鵙
の
贄

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
鬼
頭

　
幸
子

　
袴
の
裾
踏
み
て
転
べ
り
千
歳
飴

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
鈴
木

　
俊
子

　
健
や
か
に
暮
ら
し
勤
労
感
謝
の
日

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
廣
中
み
な
み

　
婿
と
酌
む
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー
月
冴
ゆ
る

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
鬼
頭

　
幸
子

　
落
葉
踏
む
音
に
力
の
あ
り
に
け
り

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
広
中

　
順
子

　
法
話
聞
く
広
き
本
堂
す
き
ま
風
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文
化
財
め
ぐ
り

　石
清
水
八
幡
宮

　
　松
花
堂
庭
園
を
訪
れ
る

十
一
月
十
四
日
㈬

　

此
の
上
な
き
小
春
日
和
に
恵

ま
れ
、
午
前
七
時
、
バ
ス
二
台
、

六
十
名
で
市
民
会
館
を
出
発
し
た
。

　

少
し
早
め
の
昼
食
を
車
内
で
す

ま
せ
、
京
都
府
八
幡
市
に
着
き
、

男
山
ケ
ー
ブ
ル
に
乗
り
三
分
ほ
ど

で
石
清
水
八
幡
宮
に
到
着
し
た
。

参
道
へ
の
木
立
を
抜
け
、
南
総
門

を
く
ぐ
る
と
、
目
の
前
に
丹
漆
塗

の
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
御
本
殿
の

楼
門
が
聳
え
て
い
て
、
そ
の
荘
厳

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。

　

日
本
三
大
八
幡

宮
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
伊
勢
神
宮
に

次
ぐ
国
家
第
二
の

宗
廟
と
称
さ
れ
て

き
た
。
御
本
殿
を

含
む
十
棟
並
び
棟

札
三
枚
が
国
宝
、

摂
社
五
社
、
総
門

三
門
が
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

一
同
社
殿
に
入
り
御
祓
を
受

け
、
神
職
の
方
の
御
案
内
で
、
通

常
非
公
開
の
織
田
信
長
寄
進
の
黄

金
の
雨
樋
、
本
殿
を
囲
む
瑞
籬
の

欄
間
彫
刻
の
数
々
を
見
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
神
殿
を
出
て
、
長
く

連
な
る
信
長
塀
、楠
木
正
成
の
楠
、

鬼
門
封
じ
の
石
垣
な
ど
に
ふ
れ
、

七
五
三
の
参
拝
な
ど
で
賑
わ
う
八

幡
宮
を
後
に
し
た
。

　

次
の
目
的
地
で
あ
る
松
花
堂
庭

園
は
す
ぐ
近
く
で
あ
っ
た
。
庭
園

に
入
る
と
手
入
れ
の
行
き
届
い

た
竹
林
が
。
そ
の
竹
林
に
は
黒

竹
を
は
じ
め
、
珍
し
い
金
明
孟

宗
竹
な
ど
四
十
種

類
を
超
え
る
竹
や

笹
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
先
に

は
、
松
花
堂
昭
乗

ゆ
か
り
の
草
庵
や

そ
れ
ぞ
れ
趣
の
異

な
る
、
松
穏
、
梅

穏
、
竹
穏
の
三
棟

の
茶
室
が
建
て
ら

れ
て
い
た
。
又
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
竹
垣
、
水
琴
窟
な
ど
見
所
い
っ

ぱ
い
で
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い

で
あ
っ
た
。
広
い
椿
園
で
は
一
、

二
輪
咲
き
は
じ
め
た
椿
も
あ
っ
た

が
、
見
頃
に
な
れ
ば
ど
ん
な
に
壮

観
か
と
心
を
残
し
つ
つ
庭
園
を
立

ち
去
っ
た
。

　

こ
の
地
方
特
有
の
時
雨
に
会
っ

た
が
、
初
冬
の
京
の
風
情
に
浸
る

事
が
出
来
た
一
日
で
あ
っ
た
。
心

配
さ
れ
た
渋
滞
に
も
会
わ
ず
、
定

刻
ど
お
り
帰
途
に
着
く
事
が
出
来

た
。　かへ

り
み
る
朱
の
楼
門
や
初
時
雨

牧
原　

克
子

市 民 文 化 祭
博物館ギャラリー会場

写 真 展
11月２日～４日
出品点数　　53点
参観者数 　367人

水墨画展
11月9日～11日
出品点数　　72点
参観者数 　368人

絵 画 展
11月16日～18日
出品点数　　54点
参観者数 　384人

毎回、金曜日の午後から作品の搬入・
飾り付け。額の大きさなど当日になら
ないとわかないところもあり、作品を
並べて間隔など決めてから、博物館の
学芸員さんの協力を得て飾り付けを
行っています。

写 真 展

絵 画 展

水 墨 画 展
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月 例 茶 会

◆2月17日㈰板倉宗真（表千家）	 いずれも市民会館三興庵	 午前10時～午後3時
◆3月10日㈰鈴木宗艶（裏千家）	 茶券：１席500円	 前売券は文協事務所にて販売
◆4月14日㈰鈴木博翠（薫風流）	 	 当日券は三興庵にて販売

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）

箔屋スフィカのアルミホイルの世界展 		1月14日（月・祝）～		2月	3日㈰

企画展「アフリカでみたこと　蒲郡発、国際協力の現場から」 		2月		9日㈯～17日㈰

土曜会墨彩画展 		2月20日㈬～27日㈬

蒲郡切り絵同好会第 14回切り絵展 		3月		1日㈮～10日㈰

企画展「図書館開館 50周年記念プレ企画展示」 		3月16日㈯～		4月	7日㈰

ほっこりあったか絵手紙展 		4月14日㈰～		5月	5日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）

企画展　コーナー展示「絵はがき昭和紀行」 開催中　3月31日㈰まで

蒲郡っ子作品展 		1月25日㈮～29日㈫

中日写真協会蒲郡支部70周年記念写真展 		2月20日㈬～24日㈰

第34回写真集団「雲」作品展 		2月27日㈬～3月3日㈰

人権展 		3月		7日㈭13時～14日㈭

手織場展 		3月22日㈮～24日㈰

お 　 知 　 ら 　 せ

前売券 1,000円 （18歳以下500円）
当日券 1,500円 （18歳以下700円）

《第８回文化事業》

秦 琴 コ ン サ ー ト

2月17日㈰
蒲郡市民会館大ホール

《チケット発売中》

秦琴って？　1月27日㈰ 午後3時～

開場：午後１時30分
開演：午後2時

～中国の古典楽器～

しん きん

秦琴・ピアノ・チェロの演奏と金澤ヒューマン文庫を
愛し守る会による朗読をお楽しみ下さい。

深草さんに来て頂き、事前講演会を行います。
蒲郡市民会館東ホール（入場無料）

申込：文協事務所　TEL・FAX 68-5509

文協事務所又は市民会館窓口にて


